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ご 挨 拶

　本洋上大学は、1971年に第１回目を開催して以来、今回で63回目を迎える大変長い歴史と実績を持つ海外研修の

一つとして、お客様から高評をいただいております。　

 　前回開催の第62回QCサークル海外研修団では新型コロナウイルス感染の懸念から船舶の利用を見送りましたが、

今洋上大学では大型客船“ゲンティンドリーム”（150,695トン）での充実した船内研修が復活し、ASEAN地域の現地

企業との異文化交流を図ります。

 　本洋上大学には、全国の企業・組織から、「優秀な改善・推進・運営事例を表彰されたＱＣサークルの代表者やメン

バー」「職場活性化の中核を期待された次世代のリーダー・推進者・支援者」や「現場力・組織力向上を担う次期管理職候

補者」など、様々な方が参加されます。

 　業種や職種、年齢や立場が異なる皆さんが、交流を深め、海外での刺激を共に受けることで、個人の成長だけでなく、

様々な人と上手にコミュニケーションをとり、より良い成果を出す力が高まっていくのを日々実感しております。

　昨今の日本経済は、物価上昇や円安に加えて2024年問題への対応など、多くの課題・問題に直面しております。世

界情勢が不安定な中ではありますが、日本の産業界がグローバル経済の成長を好転させるためにDXを加速させるとと

もに2050年までにカーボンニュートラル実現に向けたGXの推進、グローバルサウスが抱える環境問題などに対して

も、企業を挙げた取り組みが必要不可欠です。

　洋上大学を通じて、“一人ひとりが自分自身で考え行動出来る自律性と意識改革”“困難な状況にも積極的に挑戦する

姿勢”等、課題克服に必要な資質や心を持つ人材の育成が図られる事を信じています。

帰国後には、フォローアップ研修会を開催し、知識・スキルの復習を行い、教育効果の充実を図っています。

 　是非この機会に職場活性化の核となる方々の積極的なご派遣をお願いいたします。

一般財団法人  日本科学技術連盟
理事長  佐々木　眞一
（トヨタ自動車㈱  元副社長）

●	QCサークルなど改善グループ活動のリーダー、リーダー候補者、メンバー対 象
＊	リーダーシップの向上
＊	改善グループ活動運営力の向上
＊	問題解決力の向上

ねらい 「小集団改善活動におけるリーダーの役割」
「問題発見力、問題解決力の向上」
「QCサークルの問題点を探り、リーダーとして何をするべきか」

講義内容

リーダーとして真の実力と総合力を養成します

コース
No.1 リーダーのための総合力養成コース QCサークル指導士

資格認定試験受検対象コース

●	QCサークルなど改善グループ活動を推進・支援している全社・職場のスタッフ、事務局対 象
＊	社内・職場内での改善活動の指導者・キーマン
の養成
＊	改善グループ活動の活性化
＊	新任管理者・推進者の育成

ねらい 「小集団改善活動活性化のための運営の工夫」
「問題・課題解決力向上のための指導ポイント」
「QCサークル活動運営力の向上」

講義内容

QCサークル活動推進・支援の核となる人財を養成します

コース
No.2 推進者・支援者のための指導力・支援力強化コース QCサークル指導士

資格認定試験受検対象コース



第62回 海外研修団 参加者の声

スケジュール（予定）

中野 悠太郎 さん E社（電気機器）
海外研修団での経験は“一生の財産”です！
　私は入社４年目で経験も浅く、更に１人での参加でしたので出発前まで不安と緊張でいっぱいでした。しかし、そうした不
安や緊張はすぐに払拭され、最終日には別れが寂しいと感じるほど、充実した７日間でした。
　研修では、実践的なQCサークル活動に関わる知識を得られました。QCサークル活動でのお互いの悩みを共有・意見交
換でき、解決のヒントも頂けたので、これから職場で実践します。
　また、自由時間では市内観光や食事を通じて、参加者の方々と充実した時間を過ごせました。異国の地で幅広い業種・年
齢のメンバーとの交流は、本当に刺激的で楽しかったです。
　海外研修団での経験は、私にとって“一生の財産”です。今回得た知識・経験を社内や所属サークルに伝えていく事で、
社会や会社に貢献したいと思います。

畑岸 恭子 さん・上田 恵理 さん・山川 ひとみ さん ３名連名（左から） C社（電気機器・精密機器）
良き仲間と過ごせた海外研修
　海外での研修参加は、楽しみ半分不安半分でしたが、年配の私達が参加しても、年の差を
感じることなく楽しめました。
　講義の事例で、当社の話をして頂き、その話題で皆から話しかけてもらえコミュニケーション
を取ることが出来ました。異なる業種、職種、年齢のチーム編成でしたが、サークルの悩みを
気さくに相談できたうえ、他社の情報を得ることができました。
　また、企業訪問した際、ボードを使いゲーム感覚でＱＣ手法を学んでいることが分かりました。
そのゲームに参加し楽しい体験をさせてもらいました。
　海外での貴重な経験は私自身の財産となりました。ここで学んだ事を職場にフィードバックし
活かしていきます。

リーダーのための総合力養成コース

仙田 貴之 さん T社（製造業）
有意義な時間と仲間に感謝
　海外研修の話を頂き、当日まで不安で一杯でしたが、ウェルカムパーティーで参加した仲間と飲みながら多くの話をして最
初の不安が楽しみに変わり、とても充実した密な6日間を過ごすことが出来ました。
　講義ではＱＣ基本を改めて学び、ＧＤでは推進者・支援者立場での苦労や困り事の情報交換をして、皆が同じ気持ちであ
ると共感しました。
　研修最後の言葉「ＱＣサークルを好きになって下さい」は、自分がどうあるべきか今後を考える良いきっかけになり、とて
も有意義な時間を過ごさせて頂きました。
　この海外研修という貴重な体験を、より多くの方々に経験してもらいたいと思います。

田原 健太 さん Y社（製造業）
忘れることのできない経験となった 7 日間！
　海外で年齢や業種の違う方々との研修ということもあり不安もありましたが、同じ思いを持った仲間と打ち解けるまでに時
間はかからず共に過ごした時間、学んだことは私の人生における財産となりました。
　講義では“理想のリーダー像”を明確にすることができ、「新しい自分になるぞ」という強い意志が芽生え自身の意識改革
を実感しています。
　GDでは全員参加での討論を通して多くの気づきを得ることができ、仲間と問題解決をすることの楽しさ、大切さを体感し
ました。
　この研修はあくまで通過点。貴重な機会を与えて下さったすべての方への感謝を忘れず、研修での経験を自身の強みとし
て活かしていきたいと思います。

推進者・支援者のための指導力・支援力強化コース

日程表
1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目 7日目 8日目 9日目

10月11日㈮ 10月12日㈯ 10月13日㈰ 10月14日㈪ 10月15日㈫ 10月16日㈬ 10月17日㈭ 10月18日㈮ 10月19日㈯

滞在地
日  　　本 発
シンガポール 経由
タ  　　イ 着

タ　イ タ　イ 
タ  　　　イ 発
シンガポール 着

シンガポール シンガポール シンガポール 発 日　本 着

交通機関

現地時間 講義・市内研修 講義 企業見学 船内研修 船内研修 船内研修 市内研修
※現地事情・天候等により、スケジュール（オプショナル研修含む）は変更になる場合があります。

ゲンティンドリーム
総トン数：150,695トン
全長：335m　全幅：40m
乗客定員：3,352名　2016年就航



お問い合わせ

一般財団法人 日本科学技術連盟 QCサークルASEAN訪問・洋上大学担当
〒166-0003　東京都杉並区高円寺南1-2-1　TEL：03-5378-9815　FAX：03-5378-9842　E-mail：juseqccd@juse.or.jp

参加要領

洋上大学の概要・参加申込はこちら https://www.juse.jp/qc/cruising/

参加費

 ● ホテル、船内とも2人部屋が基本となりますが、シングルユースをご希望の方には、別料金182,000円（予価）でお部屋を用意いたします。
 ● 渡航手続き手数料として、別料金3,300円（税込）（予価）がかかります。
 ● 航空旅客税、旅客保安サービス料、国際観光旅客税、海外空港諸税として、別料金18,160円（予価）を申し受けます。
 ● 航空機の「燃油サーチャージ（付加運賃）」、船舶の「ポートチャージ、船内チップ」として、別料金63,860円（予価）を申し受けます。
　※シングルユースの場合は、ポートチャージが別途かかります。
 ● 最少催行人員は80名とします。
 ● 渡航地の事情によりスケジュールが変更になる場合がありますので、あらかじめご了承ください。
 ● 研修企画は日本科学技術連盟、旅行実施は取扱旅行会社が行います。

●参加費に含まれるもの
 ● 研修費用、テキスト／資料代
 ● 成田、中部の各空港からの往復路航空運賃（エコノミークラス）
 ● ホテル代および税・サービス料金（4泊、1室2名で利用）
 ● 乗船料（3泊、1室2名で利用）
 ● 市内視察、企業見学交流会のバス代
 ● 食事代金（朝食8回、昼食8回、夕食6回）※機内食含む
 ※現地スケジュールにより変更することがあります。
 ● 手荷物の運送費用（原則として1名25kg以内のスーツケース1個）
◎食事について
参加費に含まれていない10月12日・13日の夕食2回分については、
下記のいずれかになります。
1. 各自自由　　　2. オプショナル研修での食事

●参加費に含まれないもの
 ● ホテル、船中泊のシングル利用料金
 ● パスポート申請書作成手数料／パスポート印紙代／書類返送代／渡
航に伴う損害保険料／国内での集合、帰宅時に伴う交通費、宿泊代

 ● その他個人的な諸費用／オプショナル研修費用（希望者）／超過手荷
物料金／損害、疾病に関する医療費

 ● 土産品、持ち込み品にかかる関税
 ● 10月12日・13日の夕食代金2回分
 ● 食事中の飲み物代金
 ● QCサークル指導士受験料（希望者）
※リーダーのための総合力養成コース／推進者・支援者のための指
導力・支援力強化コース受講の方対象。

 ● 帰国後のフォローアップ研修会（予定）参加費
 1泊2日の参加費（約25,300円（研修費、宿泊代、夕・朝食代含む）（予定））、
会場までの交通費は含みません。
 ※詳細は本研修申込後、別途ご案内いたします。

●参加申し込み方法
 ● 下記Webサイトにて、7月12日（金）までにお申込ください。
 ● お申込時に参加者氏名が未定の場合は、参加人数と出発地、研修コースをご記入のうえお申込ください。

●参加費お支払い方法
 ● 第1信資料送付時に「請求書」を同封いたします。
 ● 参加費のお振込みは、お手元に請求書到着後、2ヶ月以内にお願いいたします。

●取消料
参加申込後に、やむを得ない事情で参加をお取り止めされる場合は、次の取消料を申し受けます。
 ● 90日前から46日前 参加費の10%  ● 30日前から 7 日前 参加費の60%  ● 当日または、無連絡不参加 100%
 ● 45日前から31日前 参加費の20%  ●   6 日前から前日前 参加費の80%

日科技連賛助会員 ： 550,000円　一般 ： 600,000円 定　員 150名※当洋上大学は消費税対象外です。

「QCサークル指導士」認定試験をご希望の方は、受験料として別料金20,000円がかかります。

　企業・団体等において正しくQCサークル活動の指導、育成ができる
能力があることを証明したものです。QCサークル分野での唯一の認定
資格で、現在では約1600名の方が一般財団法人日本科学技術連盟に
指導士として登録されています。
　QCサークル指導士認定試験に合格することが、QCサークル指導士
として登録する場合の資格要件の一つとなります。

※「リーダーのための総合力養成コース」と「推進者・支援者
のための指導力・支援力強化コース」参加の方が対象です。

QCサークル指導士とは

QCサークル指導士の主な活動と特典

「QCサークル指導士」にチャレンジ

①自社、社外のQCサークル活動の指導・育成
②QCサークルに関するセミナー講師
③QCサークル大会の講演や講評
④QCサークルに関する技術指導 他

活動

①QCサークル全国大会優待参加
②日科技連出版社書籍の割引 他

特典

「QCサークル」指導士受験前後のスケジュール

連絡担当者の方に、「QCサークル指
導士」受験資格取得のための試験問
題解答書および「QCサークル推進者
コース」テキスト送付
※連絡担当者の方から受験者の方へ資料
受け渡し

「QCサークル指導士」受験資格取得
のための事前試験
問題解答書送付締切

洋上大学参加時に事前試験結果（合
否）をご連絡

試験結果（合否連絡）
※不合格の場合、帰国後の追試制度あり

「合格証明書」と「指導士登録申請書」を郵送

「QCサークル指導士」認定試験実施

約2ヵ月前
［事務局］

約1ヵ月前
［受験者］

現地研修中
［受験者］

洋上大学参加当日
［事務局］

帰国後
［事務局］

●渡航手続
お申し込み後、渡航手続に関する資料を、8月下旬頃
にご案内します。

https://www.juse.jp/qc/cruising/

